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～好業績とワクチン接種が株価押し上げ要因に～

初めに

4月21日付当レポート「日本株の底入れは近い」では、「日本株の悪材料は既に出尽くしで
ありここから上昇に転じる」と予想しました。この見方は今でも変わっていません。今回はこ
のレポートの続編として、今後の日本株の見通しについて考えます。

企業業績は好調持続

決算発表が始まっていますが、ソニーや任天堂、安川電機、日本電産など製造業は概ね良好
なものが多いようです。デジタル化の好影響がそれだけ大きいということでしょう。この流れ
はまだ続きそうです。

景気の拡大、業績の改善

デジタル化が及ぼす企業業績の改善効果は直接関係ない企業の業績にも及びつつあるようで
す。例えば落ち込んでいた鋼材需要の回復が追い風になった日本製鉄、また商品高で採算が改
善した三井物産など、デジタルや巣籠りなどのコロナ特需とは直接関係ない企業の好決算には
注目すべきと考えています。この他に空運は新型コロナによる打撃が最も大きかった業種でし
たが、それでもANAが今期黒字化を見込むなど、改善の兆しを見せています。このように企業
業績改善の波が広がりつつあることも、日本株の上昇を見込む理由の1つです。

ワクチン接種で新型コロナの脅威は減退

足元はまだコロナの感染拡大に歯止めがかかっていませんが、遅れていたワクチン接種がこ
こにきて広がりを見せています。行き渡るまで時間がかかると思いますが、諸外国の例を見て
もワクチンは有効なコロナ対策として期待できそうです。ワクチン接種開始も日本株上昇を見
込む理由の一つです。

日経平均は3万円を超えて上昇

ここまでお話ししたように企業業績は好調、ワクチン接種も始まるなど日本株を取り巻く状
況は改善していると見ています。今後日経平均は3万円を超えて上昇するとの見通しです。


